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ご挨拶 

「創造的休暇」を謳歌しよう−会長着任の挨拶に代えて 

佐藤克文（東京大学大気海洋研究所） 

令和 2 年度（2020 年度）より会長を仰せつかりまし

た、東京大学大気海洋研究所の佐藤克文です。長年、会

長として研究会を支えて下さった京都大学の荒井修亮

先生が、水産大学校へ栄転されるのを機に会長職を誰

かにバトンタッチしたいとの意向を受け、昨年度後半

から幹事会で次期会長について議論を重ねてきました。

その結果、日本バイオロギング研究会としては初の試

みとして会長選挙を行うこととなり、私が会長職を引

き継ぐこととなりました。副会長は北海道大学の三谷

曜子先生に打診し、快諾していただきました。ニュース

レターの発行を始め、各種事務を一手にこなしている

事務局は、日本大学の牧口祐也先生が３年間の任期を

終えました。一人で研究室を運営されている身であり

ながら、これまで研究会の事務局を滞りなく回してく

ださいまして、本当に有り難うございました。新年度か

らは近畿大学の光永靖先生に事務局を引き受けていた

だきました。この大変なポジションに対して自発的に

手をあげてくださったことに加え、既にてきぱきとこ

とを進めていただいています。これからどうぞよろし

くお願いいたします。 

新型コロナウィルスの感染拡大という、たいへんな

状況から本年度は始まりました。感染された方や生活

に支障をきたしていらっしゃる皆様には、心よりお見

舞いを申し上げます。内閣総理大臣によって緊急事態

宣言が出され、東京都など複数の都道府県で外出自粛

が要請されるなど、未体験の事態が次々に発生してい

ます。新聞やテレビやネット上には、「もっと早く緊急

事態宣言をするべきであった」という意見と、「コロナ

対応が日本経済へ及ぼす悪影響を懸念」する意見が入

り乱れ、いったい何が正解なのかもわからない状況で

す。そんな中で、3 月 30 日に朝日新聞に掲載された大

学教員による投書「逆転の発想でコロナと向き合う」に

強い共感を覚えました。その冒頭を抜粋します。 

「英ケンブリッジ大学で下働きをしていたニュートン

は、当時流行していたペストから逃れ、郷里に疎開した。

雑事から解放され、その後わずか 1 年半の内に『万有

引力の法則』をはじめとする 3 大業績を成し遂げた。

忙しい日常から離れ、自らの関心事に没頭できたから

だ。『創造的休暇』である。」 

これを読んだ当時、学会や会議が相次いで中止とな

り、いくらか時間に余裕が生まれていた私は「よっしゃ

俺もニュートンのように・・・」と意気込んだのですが、

それからわずか数日後には、東京大学が全ての授業を

オンライン化することを宣言しました。Zoom の使い

方講習が何度も開催され、いつの間にか Google カレン

ダーが再び会議の予定で一杯となってしまいました。

ペストの時代とは異なり、インターネットの時代は雑

事がどこまでも追いかけてくるようです。 

 想定外の状況に多くの人々が途方に暮れている一方

で、嬉々として「創造的休暇」に突入しているとおぼ

しき人をちらほらと見かけます。例えば、私のメール

受信リストの中に、論文の原稿が添付されている数が

最近増えています。日本よりはるかに深刻な状況にあ

るはずの欧米の共同研究者から、なぜだか多くの論文

原稿が届いています。国際バイオロギングソサイエテ

ィからは"The Breadth of Bio-Logging"というネット

を介した情報発信がなされています（詳しくは 3 月

27 日に国立極地研究所高橋晃周先生から研究会会員

向けに発信されたメールを参照下さい）。 

極地研究所と大気海洋研究所では Zoom によるバー

チャル合同ゼミを開催し、中止になった学会で発表す

るはずだったプレゼンテーションを見せ合いました。

福山大学の渡辺伸一先生とは、オンライン授業をどう

進めていったら良いか、あれこれやり取りしていま

す。これまで、対面式授業に限ってコピーの配付が認

められていた論文や新聞記事などの著作物が、教育目

的ならば著作権者の許諾なしにネット配信可能になる

方向で世の中が動いているようです。また実際に授業

準備を進める過程で感じた事ですが、対面式の「良い

授業」とオンライン経由の「良い授業」は別物である

模様です。高校生の息子と一緒に東進ハイスクールの

映像授業を見ながら、林先生クラスの名人芸から授業

に生かせる要素がないかを模索しています。生態学者

ならよく知っているとおり、擾乱の後に生物相は変化

します。その後の環境により適した者が繁栄していく

のが生物世界の常識です。バイオロギング研究会には

フィールドワークを主体とする研究者が大勢いるた

め、野外調査に今後支障をきたす可能性はあります。

事態が長引いたら、毎年秋に開催されていたシンポジ

ウムも形を変えざるをえないかもしれません。でも、

所帯が小さく若い世代が多いバイオロギング研究会な

ら大丈夫。どんな状況にさらされても柔軟に対応し、

乗り切っていけるでしょう。こんなときだからこそ、

「創造的休暇」を謳歌しようではありませんか。 
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研究の紹介 

巨大魚メコンオオナマズとの格闘 

横山綾子（京都大学大学院農学研究科修了） 

図 1 ．調査地の景色。毎日夕陽が綺麗です 

 

こんにちは。京都大学大学院農学研究科卒業生の横

山綾子と申します。在学時はメコンオオナマズという

東南アジア原産の淡水魚の生態を超音波テレメトリー

を用いて研究していました。学部、修士を通して 6 回

ものタイ調査に参加し、たくさんの貴重な経験をさせ

ていただいたので何のことを書こうやらとても迷った

のですが、一番記憶に強く残っているメコンオオナマ

ズに初めて発信器を装着した時のことについて書こう

と思います。研究の背景について少し書いておきます。

タイ国水産局は激減した個体数の回復と持続的な漁業

のために、1983 年よりメコンオオナマズの人工種苗を

複数のダム湖で放流しています。特に、我々(近畿大学

と京都大学を中心とした研究チーム)が調査を行なって

いる湖は、放流した全長 10cm 程度の個体が 2m にま

で成長することから非常に成育に適した環境であると

言えます（図 1）。この湖において、謎に包まれたメコ

ンオオナマズの生態をテレメトリーで明らかにし、種

苗放流に資する知見を得ることが研究の目的です。 

メコンオオナマズ漁は毎年 12 月に行われるため、そ

れに合わせてフィールド調査に行きます。漁獲上限を

決めた上で数人の漁師が刺網を用いて 2m 級の個体を

狙います。漁は夜中に行われます。漁獲されてすぐに発

信器を装着するために、先生方、先輩方が懇意にしてい

る地元漁師さんのボートにナマズ研究の大先輩と二人

で載せてもらい、一晩中波に揺られながら湖上で待機

しました。ボートに載せてくれた漁師さん夫婦はとて

も親切で、タイ語を教えてくれたりタイのお菓子をく

れたりと、とても楽しい夜を過ごしました。しかし、3

日 3 晩船で待機していてもナマズがかかったとの連絡

が入りません。「わたし、ナマズ運ないんやないか、、」。

寝不足もあいまって思考がネガティブになってきた 4

日目の夜、ついにメコンオオナマズがかかったという

連絡が入りました。急いで現場に連れて行ってもらう

と刺し網にかかりプカーと湖面に浮かぶ巨大な魚

が、、！（図 2） 。 

2m 級の立派な個体です。元気なようなので早速手術

に移ります。メコンオオナマズの手術は麻酔をかけず

に行います。一般的な発信器装着手術と同様、まずはメ

スでお腹に切り込みを入れるのですが、皮膚が分厚く

腹腔に全然辿りつきません。慢心の力を込めて 3 回ほ

ど同じところに刃を入れ、ようやく腹腔までたどり着

きました。発信器をねじり込み後は縫合です。隣で指示

をしてくれていた先輩のお陰もあり、何とか手術を終

えることができました。手術でナマズが弱ってはいな

いか気になり、大きな口にそっと手を入れると優しく

ハムハムと口を動かし、まるで「僕は大丈夫だよ」と言

ってくれているようでした。(メコンオオナマズの顎の

力はとても強く本気で噛まれたら指の骨が折れかねな

いことを後に知りました。マネしないでください。) 

周りの方にたくさんのお膳立てをしてもらいなんと

か初の装着手術を終えました。丁度その晩は獅子座流

星群で(双子座だったかもしれません)、流れる星を見な

がら「フィールド調査はたくさんの人の協力と、何より

突然発信器を装着されるという理不尽な目に遭いなが

らもちゃんと生きて泳いでくれるナマズがいて成り立

っているんだなあ。ちゃんと解析して成果にしなけれ

ば。」としみじみ思いました。 

図 2． 刺網にかかり湖面に浮かぶメコンオオナマズ 



- 4 - 
 

新事務局より 

＃STAY HOME, STAY BLS 

光永 靖（近畿大学農学部） 

令和 2 年度（2020 年度）より事務局長を仰せつかり

ました近畿大学農学部水産学科漁業生産システム研究

室の光永です。前事務局長の牧口先生、長い間お疲れ様

でした。会員の皆さま、どうぞよろしくお願いいたしま

す。コロナ禍により令和 2 年 3 月 26 日に予定されて

いた総会が中止となってしまいましたので、当時の議

案書をもとに事業報告や事業計画をお示しいたします。 

 

１．第 1 号議案 令和元年度事業報告 

（１）会員数（令和 2 年 3 月 22 日現在） 

正会員  101 名（昨年度比 -5） 

学生会員 148 名（昨年度比 +1） 

終身会員  4 名 

賛助会員  9 社（A:4、 B:3、 C:2） 

「より一層の勧誘が望まれますね。皆さま、よろしくお

願いいたします。」 

 

（２）会費納入状況 

正会員未納者 令和元年度まで：51 名 

（昨年度比 +21：3 月 22 日現在） 

学生会員未納者 令和元年度まで：65 名 

（昨年度比 +34：3 月 22 日現在） 

「本年度も会費の振り込みをお願いいたします。」 

 

（３）幹事会の開催 

第 1 回 令和元年 7 月 5 日 

（バイオロギング研究所） 

第 2 回 令和元年 9 月 27 日 

（東京海洋大学） 

第 3 回 中止 

「3 月に予定されていた第 3 回幹事会もコロナ禍によ

り中止となってしましました。幹事会も総会も中止が

決まり、引継ぎもままならない中、新事務局として不安

を抱いていた折、佐藤新会長の「形式にこだわらず、や

れることをどんどん進めていこう」という力強いお言

葉に励まされ、3 月 23 日よりメーリングリスト

（groups.google.com）による審議を進めました。こ

れまでメーリングリストを管理してくださっていた東

北大学の塩見幹事には大変お世話になりました。他に

も Facebook （ www.facebook.com/JapanSocBio 

LoggingSci）を管理してくださっていた西海区水産研

究 所 の 奥 山 幹 事 、 ホ ー ム ペ ー ジ （ japan-

biologgingsci.org/）を管理してくださっていた日本大

学の牧口幹事にも、しばらくの間、引き続き助けていた

だけることになりました。この場を借りてお礼申し上

げ ま す 。 新 事 務 局 長 は 普 段 か ら 家 族 内 で LINE

（line.me/ja）をする程度で、SNS（Social Networking 

Service ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の

類には疎いのですが、これを機に覚えていきたいと思

います。」 

 

（４）会報の発行 

BLS 研究会会報を 152～163 号まで発行した。 

  

（５）ホームページの管理・運営 

平成 29 年 5 月 11 日に開設したホームページへの総

閲覧数は 103,189 件となった（2020 年 3 月 22 日現

在）2019 年 3 月 25 日時点の 52,454 件から、50,735 

件増加した。Facebook のページを管理した。 

 

（６）第 1５回日本バイオロギング研究会シンポジウム

の開催 

令和元年 9 月 27 日～28 日に東京海洋大学 品川キ

ャンパス 楽水会館において、第 15 回シンポジウム「極

域研究の今」を開催した（オーガナイザー:東京海洋大

学 宮本佳則 教授）。１件のワークショップが行われた。

詳細はシンポジウム収支報告を参照。 

 

（７）カレンダーの制作と配布 

国立科学博物館坂田氏へ依頼し、カレンダー「動物た

ちは知っている」を制作し会員に 3 部ずつ配布した。

西海区水産研究所の奥山幹事にカレンダーを担当して

頂いた。 

 

「ここまでが令和元年度の事業報告となります。皆で

集まれることが、当たり前のように感じていましたが、

早く事態が収束することを願うばかりです。」 

 

２．第 2 号議案 令和元年度決算報告 

「すでに 3 月 30 日に牧口前事務局長から会員の皆さ

まにメールでお知らせいただいております。当時の監

査役であった光永と極地研究所の高橋監事より監査の

結果、上記に相違ないことを認めます。光永が事務局に

移動したため、令和 2 年度より名古屋大学の依田監事

にも監査役をお願いいたします。」 
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３．第 3 号議案 令和 2 年度事業計画（案） 

（１）会長 

令和元年 10 月 25 日に会員の投票による web 選挙

を実施し、東京大学大気海洋研究所 海洋生命科学部門 

行動生態計測分野 佐藤克文 教授が選任された（得票

率５８.９％（３３票））。令和２年度から佐藤克文 教授

が会長に着任される。 

 

（２）事務局 

近畿大学農学部 水産学科 漁業生産システム研究室

（事務局長：光永 靖 准教授）が担当する。 

 

（３）幹事会の開催 

3 回程度の幹事会を開催する。ただし、遠方からの幹

事の参加はテレビ会議も活用する。必要に応じ、電子メ

ールによる持ち回り会議を開催する。 

「幹事の多くが所属する各大学でも休校となり、テレ

ワークやオンライン授業が推奨されることになりまし

た。そのため Zoom（zoom.us/jp-jp/meetings.html）

などによるテレビ会議の機会が増えました。そこで早

速、4 月 20 日に Zoom による第 1 回幹事会を開催し

ました。慣れないテレビ会議は緊張しましたが、無事 10

名の幹事と繋がり、活発な意見交換を行うことができ

ましたので，以下にお示しします。」 

 

（４）BLS 研究会会報の発行 

毎月研究会会報を発行、バイオロギング研究会ホー

ムページへアップロードし、正会員および学生会員へ

リンク先の URL をメーリングリストで配信する。 

 

（５）ホームページの管理・運営 

ホームページおよび Facebook によるホームページ

を管理・運営する。 

「これまで通りの事業を継続するとともに、新しいツ

ールも試みてはどうかとの積極的な意見がでました。

具体的には、PDF（Portable Document Format）をホ

ームページに掲載して Facebook で通知するだけでな

く、note（note.com）に発信して即時性を押し出し、

さらに twitter（twitter.com）と連動させて反応を見る

などです。なんだかすごいことになりそうですね。」 

 

（６）第 16 回日本バイオロギング研究会シンポジウム

の開催（オーガナイザー: 名古屋大学 依田 憲 教授） 

「令和 2 年 11 月 24 日（⽕）～25 日（水）に名古屋

大学 坂田平田ホールで開催の予定です。コロナ禍によ

り通常の開催が不可能な場合は、Zoom でパワーポイ

ントを共有するオンラインシンポジウムも視野にいれ

るとの積極的な意見がでています。開催にあたっては

決定次第、会員の皆さまにお知らせいたします。」 

 

（７）特別事業 

カレンダーの制作・配布を行う。これについては、担当

の幹事を置き、外部に委託する。 

「今年度も引き続き、西海区水産研究所の奥山幹事に

担当していただきます。よろしくお願いいたします。」 

 

（８）関係学会の共催等 

「すでに多くの学会が中止を発表しているところです。

情報が入り次第、会員の皆さまにお知らせいたします。」 

 

４．第 4 号議案 令和 2 年度予算（案） 

「こちらもすでに 3 月 30 日に牧口前事務局長から会

員の皆さまにメールでお知らせいただいております。」 

 

５．第 5 号議案 会則の改正  

「今年度は会則の改正はできませんが、末尾に役員一

覧をお示しいたします。」 

 

６．第 6 号議案 その他 

「こんな時だからこそ、新しいことにチャレンジして

いきたいですね。幹事会でもホームページ、Facebook

に加え、Zoom、note、twitter など様々な新しいツー

ルが紹介されました。特に若い幹事の皆さんや会員の

皆さまのアイデアを、どんどん取り入れていけたらと

思います。頼りない事務局ですが何卒よろしくお願い

いたします。 

＃お家にいましょう、バイログを続けましょう」 

 

日本バイオロギング研究会役員一覧 

役職名・氏 名・所属＊  

会長・佐藤 克文・東京大学大気海洋研究所 

副会長・三谷 曜子・北海道大学北方生物圏フィールド

科学センター 

幹事・荒井 修亮・水産大学校 

幹事・綿貫 豊・北海道大学大学院水産科学研究院 

幹事・宮下 和士・北海道大学北方生物圏フィールド科

学センター 

幹事・北川 貴士・東京大学大気海洋研究所国際沿岸海

洋研究センター 

幹事・山本 麻希・長岡技術科学大学工学研究科生物機

能工学専攻 

幹事・赤松 友成・笹川平和財団海洋政策研究所 

幹事・宮本 佳則・東京海洋大学学術研究院海洋資源エ

ネルギー学部門 

幹事・仰木 裕嗣・慶應義塾大学大学院政策メディア研

究科 

幹事・小島 隆人・日本大学生物資源科学部 

幹事・牧口 祐也・日本大学生物資源科学部 

幹事・渡辺 佑基・国立極地研究所 
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幹事・塩見 こずえ・東北大学学際科学フロンティア研

究所 

幹事・三田村 啓理・京都大学フィールド科学教育研究

センター 

幹事・奥山 隼一・西海区水産研究所亜熱帯研究センタ

ー 

幹事・渡辺 伸一・福山大学生命工学部 

幹事・河邊 玲・長崎大学海洋未来イノベーション機構 

幹事・飛龍 志津子・同志社大学生命医科学部 

幹事・青木 かがり・東京大学大気海洋研究所 

幹事・木村 里子・京都大学国際高等教育院附属データ

科学イノベーション教育研究センター 

幹事・光永 靖・近畿大学農学部 

監事・高橋 晃周・国立極地研究所 

監事・依田 憲・名古屋大学大学院環境学研究科 

＊所属はいずれも令和２年４月 1 日現在 

 

事務局：〒631-8505 奈良県奈良市中町 3327-204 

近畿大学農学部 水産学科 漁業生産システム研究室 

光永 靖 

Tel & Fax: 0742-43-6274 

Email: biolog＠bre.soc.i.kyoto-u.ac.jp  

 

会費振込口座：みずほ銀行 出町支店 

普通口座 246455 

日本バイオロギング研究会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

 
 

事務局からお知らせ 

会費納入のお願い 

 
■会費の納入にご協力をお願いいたします。正会員５０

００円、学生会員（ポスドクも含みます）１０００円で

す。 

２年間会費未納ですと自動的に退会になりますのでご注

意ください。 

■住所・所属の変更はお早めに事務局

（biolog@bre.soc.i.kyoto-u.ac.jp）まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変遅くなりましたが 4 月号をお届けします。この度は

たくさんの方に助けていただきました。あらためて研究

仲間って素敵だなと思いました。今後ともよろしくお願

いいたします。【YM】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集後記 

【S.K】 

mailto:biolog@bre.soc.i.kyoto-u.ac.jp

